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Ⅰ はじめに 

１ 教育委員会事務事業の点検・評価について 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律が平成１９年に一部改正され，教育委員会の事

務の管理執行状況について，自己点検及び評価を行い，その結果を議会に提出するとともに，

公表することとされました。また，点検・評価を行う際には，学識経験者の知見の活用を図

ることも規定されています。 

そこで，当委員会としては，次年度の事務執行に資するため，当該年度の事務について自

己点検及び評価を行い，点検報告書としてまとめ報告いたします。 

（参考） 

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等

に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い，

その結果に関する報告書を作成し，これを議会に提出するとともに，公表しなければなら

ない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 

 

Ⅱ 点検・評価の実施方法について 

１ 評価の対象 

教育委員会が令和元年度（平成３１年度）に実施した事務事業の中から主要なものを抽

出し評価を実施する。 

・教育委員会の活動状況：教育委員会会議の実施状況，調査活動の状況等 

 ・教育委員会の事務事業：安八町教育計画に掲げる重点目標の執行状況及びその成果 

・前年度の点検評価結果への対応状況：前年度の点検評価結果において次項による達成度

の評価がＣまたはＤとされた事務事業等に対する対応の状況 

 

２ 評価の進め方 

①一次評価 

各学校及び安八町教育計画重点目標に対する評価を行い，その結果を踏まえて事務局各

課がその所管する事務事業等について第一次評価を行う。 

 ②二次評価 

  一次評価をもとに，評価委員により二次評価を実施する。 

評価委員 

 

４名 

学識経験者 渡邊 二郎 様 

学校関係者代表（安八町校長会長） 金森  透 様 

保護者代表（安八町ＰＴＡ代表） 渡邉 充康 様 

地域関係者代表（安八町商工会長） 髙田 英雄 様 

 ③最終評価 

教育委員会は，一次評価，二次評価の結果を踏まえ，最終評価を実施し報告書にまとめ，

議会に提出するとともに公表を行う。 
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３ 評価の基準 

点検評価においては，次の４区分により達成度の評価を行う。 

評  定 評 価 区 分 

Ａ ７５％以上 順調に達成しているもの 

Ｂ ６５％以上７５％未満 おおむね順調に達成しているもの 

Ｃ ５５％以上６５％未満 達成見込みであるが課題があるもの 

Ｄ ５５％未満 順調でないもの 

（平成３０年度改定） 

 

Ⅲ 評価結果の概要 

１ 教育委員会の活動状況 

教育委員会会議の実施状況・・・（Ａ）順調に達成している 

調査活動の状況等・・・・・・・（Ａ）順調に達成している 

２ 事務事業の執行状況 

 主な施策・事業より２１の事業（昨年度より１事業増）を対象に点検評価を実施した。 

 評価の結果は，以下の通り。 

 （Ａ） 順調に達成しているもの・・・・・・・・・ １３事業／２１事業中 H30（11 事業） 

 （Ｂ） おおむね順調に達成しているもの・・・・・  ５事業／２１事業中 H30（7 事業） 

 （Ｃ） 達成見込みであるが課題があるもの・・・・  ３事業／２１事業中 H30（2 事業） 

 （Ｄ） 順調でないもの・・・・・・・・・・・・・  ０事業／２１事業中 H30（0 事業） 

 

３ 点検評価結果の内容について 

◇教育委員会の活動状況について 

点検項目 実   績 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

安八町教育委員会 

会議の実施状況 

１．教育委員会定例会議 １２回 

           臨時会議  ２回 

  

審議件数：専決報告  ２件 

            議案   １０件 

         内可決  １０件 

    内審議継続中   ０件 

 

 

 

 

 

２．安八町総合教育会議  ２回 

町長・副町長 

教育長・教育委員 

事務局：教育委員会，福祉課 

 

３．校長との懇談 

学校訪問等で，年１回定期的 

に実施 

○毎月の定例会にて報告，協議等を確実に実
施できた。児童生徒の状況についての報
告，協議を行った。不登校や問題行動につ
いて，情報交流や意見をもらい，学校に伝
えることができた。 

 
○２学期制導入のメリットと改善点につい
て，校長会で検討した内容を報告し，意見
をいただくことができた。 

 
○「コミュニティ・スクール及び地域学校協
働活動」について，２か年にわたり計画的
に研修視察訪問した結果を交流し，令和２
年度からの段階的導入に向けた道筋を立
てることができた。 

 
○首長と教育委員が公の場で教育政策につ
いて議論する場を設け，教育基本計画の成
果と課題について，年２回会議を開いた。 

 
○情報教育の現状，学力向上策等について，
各学校の教育実践の様子を交流・共有し必
要に応じて対応（解決に向けての方策の検
討，アドバイスや支援等）することができ
た。 

Ａ 
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点検項目 実   績 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

調査活動の状況等 ○町の教育委員会視察 
・１２月６日（金） 
三重県いなべ市立石槫小学校 
（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙに関する研修） 

 
○教育委員研修の参加 
・６月 西濃地教委連総会 

教育委員研修会 
・１１月岐阜県市町村教育委 

員会連合会研究総会 
 ・１月 安八郡教委連絡協議会 
     研修視察 
  愛知県津島市立神守中学校 
（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙに関する研修） 

 
○町内学校訪問や校長との懇談 
    ５月に各校１回実施 

 
○学校諸行事等の参観 

４月 小中学校入学式 
９月 体育大会・運動会 

１１月 中学校文化祭 
１月 町成人式 

※新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため，卒業証書授与
式は３年生生徒とその保護者
１名，学校職員で挙行するこ
ととなったため，教育委員会
からの参列は控えた。 

 
○教育研究大会の参観 
１０月３１日（木）登龍中学校 

 
○青少年育成関係参加 
・７月７日（日） 
青少年育成町民会議総会 

 

○学校訪問や校長懇談等を通じて得た現場
の必要性に応じ，主幹教諭や町費支援員の
配置，次年度学校教育予算編成（特に町費
負担の支援員の拡充等）等の支援を計画的
に行うことができた。 
 

○登龍中学校で行われた安八町教育委員会
指定研究発表会では，「一人一人が自分の
考えに自信をもち，仲間と学び合おうとす
る生徒の育成」を研究主題として，各教科
において「導入，追究，交流」における具
体的な手立てや支援の在り方を示した。ま
た，ＰＴＡ活動の発表から，生徒の学校生
活や教職員の教育活動が充実した取組と
なるよう，温かいきめ細やかな支援をいた
だいていることが伝わってきた。 

 
○校内の安全点検を学校だけに任せるので
はなく，学校教育課の職員の目でも確認を
して，児童生徒の「安全・安心」な学校生
活を確保しようと努めることができた。 

 
○生徒指導にかかわる事例について，学校を訪
問して相談・助言したり，学校職員とともに
保護者との懇談会に参加したりして，学校と
教育委員会が連携して，児童生徒の健全な成
長の実現に向けて活動することができた。 

Ａ 
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◇事務事業の執行状況について（教育計画の評価） 

＜学校教育＞ 

領 域 重点目標 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

１．学校運営 全教職員が協力し

て活力ある学校経

営をする 

H30▲勤務の適性化という課題の解決に向けて，カリキュラムマネ

ジメントとタイムマネジメントの視点から，町全体や各学校で

教育活動を見直すことを考える。 

→２学期制のメリットを生かす，高学年における教科担任制の導入，

教師間の声かけなどをとおして，労務管理を進めることができた。 

↓ 

〇昨年以上に効率的に仕事を進めて時間外勤務時間を減らすこと

ができている。二学期制になったことも大きい。 

○学校長の指示のもと目指すべき方向を重点化して取り組み，学

校だより等で保護者にも結果を公表しながら，成果や課題を明

確にして取り組むことができている。 

▲仕事量を減らさず効率化を進めるだけでは，現場の疲弊度は変

わらない。多忙化解消に向けた方途を検証する必要がある。 

Ａ 

２．研修 自己の課題を明確

にし，主体的に研

修を進め，確かな

指導力を身に付け

る 

H30▲若手教員育成という課題の解決に向けて，OJT(On the Job 

Training:体験させながら仕事を身に付ける手法)を取り入れ，

指導のマニュアル化やその場その時の状況での指導を行う。 

H30▲全ての教職員が ICT を活用して授業や校務でさらに活用す

ることができるように，校内のみでなく学校間交流もしながら

町全体で実態に応じた研修に取り組む。 

→校内研修や事務所要請訪問などをとおして，若手教員の指導力

育成を育むとともに，ICT 支援員等の専門的知識や技能を有す

る講師から学ぶ機会を設け，教師のスキルアップを図った。 

↓ 

○ICT 機器活用の支援，研修の場が確保され，研修などをとおして

活用を進めた。 

○若手教員の育成，研修にベテランや中堅が積極的に携わって成

果を上げている（学級経営や生徒理解，生徒指導事例等）。 

▲GIGAスクール構想（一人 1 台の学習用パソコンと高速ネットワーク

環境等を整備する計画）を進め，施設設備の充実を図っていく。 

Ａ 

３．教科指導 基礎的・基本的な

知識・技能の習得

を図るとともに，思

考力・判断力・表

現力及び自ら学ぶ

意欲や態度を育

て，学力向上を推

進する 

H30▲児童生徒が主体的で対話的な学習を進めることができるよう

に，個の実態把握と支援の方法を工夫するとともに，全校体

制で授業改善に継続して努める。 

→校内研究では，指導についての具体的方途を教員間で共通理解

し，実践を積み重ね，省察して授業改善に努めることができた。 
↓ 

○主体的，対話的な学びに向けて，小集団交流での学習を工夫し

成果を上げることができた。 

〇仲間のよさを認め合い，支え合うことの大切さを考えさせることが

できた。そのため，進んで教え合い，高まり合う学習集団に育っ

てきている。 

▲新学習指導要領にそった学習過程，活動に向けた研修の充実

が望まれる。特に，「対話的な学習」の面がまだ不十分であるた

め，検討する必要がある。 

Ａ 
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領 域 重点目標 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

４．道徳教育 自己を見つめる力

と他を思いやる心

をもち，かけがえの

ない自他の生命を

尊重する心を育て

る 

 

H30▲小中学校の連携や学校と地域との連携という課題の解決に
向けて，学校間の授業交流や保護者への道徳授業公開に
積極的に取り組むとともに，青少年育成会議の場等で，願う
児童生徒の姿や学校，家庭，地域それぞれの役割ついて理
解し合う。 

→学年で道徳指導について共通理解を図ったり，道徳の授業や
「ひびきあいの日」を保護者に公開したりして，学校と家庭が連携
して，児童生徒の健全な心の育成に努めた。 

↓ 
○教科となったことで教科書，指導計画が確定したこともあり，推進
教師を中心に授業の進め方を工夫し取り組むことができた。 

○話し合いを取り入れた指導過程や，他人事ではなく自分ごととし
て考えることを大切にして授業を実践した。 

▲種々の体験活動をとおして，道徳性を養う指導の工夫がさらに必
要である。 

Ｂ 

５．小学校 

外国語活動 

外国語を通じて，

コミュニケーション

能力の素地を養う 
 

H30▲ＡＬＴとの打合せ時間の確保という課題の解決に向けて，外
国語活動推進教師との打合せ時間を週時程に位置付けた
り，指導計画に役割の詳細を書き込むことで誰もが授業がで
きるようにしたりするなどの取組を考える。 

→自ら求めてALTと打合せをしたり，ICT機器を活用したりして，授
業を実践することができた。 

↓ 
○町としてＡＬＴ等外部講師の配置ができており，連携して英語教
育の充実に努めることができた。 

○教材や情報機器を活用してねらいを明確にした実践ができ，児
童たちが楽しく授業ができた。 

▲教科としての外国語，中学年の外国語活動の実施に向けての町
としての共通理解，研修（共通実施の目安等）を位置付けたい。 

Ｂ 

６．総合的な 

学習の時間 

探究的な学習をと

おして，よりよく問

題を解決する資質

や能力を育てる 
 

H30▲個に応じた指導や支援ができるようにするために，付けたい
力を明確にし，テーマや活動を精選する。 

→総合的な学習の時間の出口を，下学年に学びの成果を発表する
活動を位置付けるなどして，学びの連続性と次学年で身に付けた
い力を示した。 

↓ 
○それぞれの学年に応じたテーマ，探究課題を明確にした体験活
動を仕組み，さらに振り返りやまとめを行うことができた。 

○「よりよい町づくり」をテーマに，調べたり提言を考えたりする学習を
推進することで探求的な学習に近づくことができている。 

▲探究的な見方，考え方を働かせ，力をつける授業になっているか
等，資質・能力・評価について検討していきたい。 

Ａ 

７．キャリア 

教育 

社会的・職業的自

立に向けて必要な

基盤となる資質・能

力を育てる 

H30▲小中学校の連携が不足しているという課題解決に向けて，中
学校区ごとに作成している「キャリア教育に関する学習活動・
題材系統表」をもとに，キャリア教育担当者が中心となって情
報交流や授業参観交流などを計画する。 

→キャリアパスポートを活用して，自分の成長を確認したり，次の目
標を明確に設定したりすることを継続することで，自己肯定感の高
揚に努めた。 

↓ 
○キャリアパスポートを活用して，ステージごとの目標設定，実践，
振り返り，再設定や反省を，組織的，計画的に行うことで児童が
自分の成長や課題を見つめられた。 

○キャリア教育としての系統的な積み重ねができた。 
▲キャリアパスポートの在り方，活用について，小中で十分に共通
理解し共通実践していく必要がある。 

Ｂ 
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領 域 重点目標 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

８．特別活動 所属感を高め，より

よい生活や望まし

い人間関係を築こ

うとする自主的・実

践的な態度を育て

る 

 

H30▲学級の諸問題を解決する活動をとおして，児童生徒自らがよ

りよい生活を創り上げていくことができるように，学校として願

う姿を学級の実態に照らして計画的にリーダー育成を進め，

リーダーを中心として学級全体を引き上げる。 

→ステージごとの目標に向かって，児童会・生徒会組織を生かし，話

し合い活動を適切に位置付けるなどして，自治力の育成に努める

ことができた。 

↓ 

○係活動や委員会活動等で働く姿や仲間のがんばりに応える姿を

教師が紹介したり，児童同士で認め合ったりすることで，自己有用

感を高められるように努めた。 

○特活指導部からのステップごとの活動計画が提案され有効であ

る。特に若手教員の指針となっている。 

▲自ら集団の課題解決のための話し合いを充実させることで，集団

の高まりを求めさせていきたい。 

Ａ 

９．生徒指導 共感的な理解に徹

し，よりよい人間関

係の形成と自己指

導能力を育てる 
 

H30▲生徒指導上の諸問題を一人で抱え込まず，より多くの職員

の共通理解を図る取組をさらに推進するために，生徒指導主

事，特別支援コーディネーター，教育相談コーディネーター

の３者が連携し，家庭や専門機関との交渉にあたり，支援計

画等を作成する。 

→問題行動や不登校傾向，特別な配慮を要する児童生徒につい

て，外部関係者を交えたケース会議を開くなどして，組織的な具

体的対応ができるように努めた。 

↓ 

○生徒指導主事を中心に，早期発見，早期対応にこころがけ，全

職員で情報を共有しながら保護者とも連携し，組織ぐるみの対応

を図ることで，未然に防いだり小さな内におさめたりすることがで

きている。 

▲ＳＮＳによるトラブルが増加していることから，情報モラルについ

て，児童生徒・家庭に向けて継続した支援・啓発が必要である。 

Ａ 

10.健康教育 運動に親しみ，進

んで健康で安全な

生活を営む態度を

育てる 

H30▲環境の変化に応じた指導を進めるために，年間計画を見直

したり，ＰＴＡ活動や地区集会の場等で家庭や地域への啓発

や協力依頼を引き続き行ったりする。 

→学校で取り組んだことについて，「保健だより」をとおして家庭に広

めた。さらに，歯磨き調べや生活リズムチェックなどの協力を依頼

した。 

↓ 

○運動・食事だけでなく睡眠も大切だということを活かしつつ，携帯

電話やＳＮＳの使い方もつなげて指導できた。 

○食物アレルギーのある児童生徒への配慮，確認が保護者と連携し

て適切にできた。 

▲健康面に対する個別指導の充実を図りたい。 

Ａ 
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領 域 重点目標 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

11.特別支援 

教育 

一人一人の教育的

ニーズに応じ，自

立し社会参加する

ための基盤となる

力を育てる 

 

H30▲家庭環境や学校環境に応じた無理のない合理的配慮をす

るために，特別支援教育コーディネーターが中心となって

学校体制でケース研修会を行うとともに，保護者との合意形

成のための懇談を定期的に行う。 

→学校職員全員で一人一人の児童生徒の様子を観察し，困って

いる状況についてケース会議で検討した。また，担任や特別支

援教育コーディネーターが本人並びにその保護者と継続して相

談を重ね，本人にとって最善の支援の在り方について考えること

ができた。 

○主幹教諭や専門家からのアドバイスを受けながら，担任だけでな

く学校組織として個に即した支援体制を設けて指導が進められ

た。 

○児童や保護者に粘り強く関わることで，よい方向に児童が変容し

たり，保護者の理解を得ることにつながったりした。 

○町費児童生徒支援員の配置が手厚く，また昨年度よりも弾力的

な運用ができるようになり，細やかな対応が可能となった。 

▲通級指導との通常学級，通級指導と支援学級との連携をさらに

緊密にし，特別支援学級に入級した良さを，児童生徒と保護者

が実感できるよう成果を上げたい。 

Ａ 

12.ふるさと 

教育 

ふるさと（地域・安

八町・岐阜県）へ

の誇りや愛着を育

てる 

H30▲授業で地域の行事を取り上げたり，授業に地域の人材を招

聘したりして，ふるさとを児童生徒の身近なものにすると同時

に，教職員が地域のことを知る必要もある。学校ごとの資料整

理に努めるととともに，町全体の資料整理を教育委員会ととも

に行う。 

→地域人材を活用したり，行政と連携したりして，安八の産業や防

災，政治について学ぶことができた。また，地域の方に支えられ

て生活したり学習したりできることを実感させ，他者への感謝の気

持ちがもてる子どもの育成にも努めた。 

↓ 

○地域の題材や地域人材を多く活用した多くの活動を仕組むこと

ができ，学びを進めている。 

▲ふるさとを題材として取り上げた学習や活動は多いが，今後はふ

るさとの良さを感じたり愛着がもてたりする指導の充実を図りた

い。 

Ｂ 

13.人権教育 相手の立場や権

利を重んじ，正し

い認識に立って公

正・公平に判断し

行動できる児童・

生徒の育成 

○年間をとおして仲間のよさみつけを行うなど，日々の生活の中で確

かな人権感覚が身に付くよう指導に努めた。 

○道徳の授業や図書館活用を通し，様々な人がいてそれぞれの立

場を大切にすることを指導することができた。 

○いじめや他の人が嫌な思いになる言動に対して，アンテナを高く

張り，組織的に対応できた。 

▲人権を意識した活動が日常的に行われている。そのことが自己

啓発力や行動力につながるよう，指導の充実を図りたい。 

Ｂ 
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生涯学習・社会教育 

領 域 重 点 目 標 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

１．家庭の

教育力の

向上 

学びのある家

庭教育学級を通

した家庭の教育

力向上 

H30▲取り組み形式が毎年同じにならないよう工夫した方がよ

い。 

→家庭教育学級リーダーや学校職員の研修の充実，具体的な事

例を示した「家庭教育プログラム」を活用して，家庭教育

支援体制づくりを進めた。 

↓ 

○家庭教育学級役員会やリーダー研修をとおして，内容の充実

と拡大を進めることが出来た。 

▲会員のニーズを十分に把握したい。 

Ａ 

２．地域社

会の教育

力の向上 

社会教育団体

との連携の強化 

H30▲研修会の成果を，十分に活かすことができなかった。学ん

だ内容をいかにして広めるかが課題である。 

→公民館，子ども会育成会などが実施する事業への支援を積極

的に行った。 

↓ 

○研修会への参加では，共感できる市町の発表から大きな刺激を

受けた。行政・学校・地域の連携による活動を見直すきっかけと

なった。 

▲地域学校協働活動の位置付けを明確にし，早期に組織化を図

る必要がある。 

Ａ 

３．子ども

たちを見

守り育む

環境づく

りの推進  

青少年育成関

係団体の主体的

な活動への支援 

H30▲「思いやりのある町づくり運動」，「１家庭１ボランティア活動」

など，町や県と連携して進めるべき内容が十分各家庭や地

域に浸透しなかった。 

→青少年の豊かな人間性を育む青少年育成団体の主体的な活動

を積極的に支援した。 

↓ 

○ジュニア文化サークルでは，ニーズに対応する新しい講座を開

講し，成果をあげることができた(応募も定員の倍となった)。 

▲講座の内容を継続していくためのボランティア団体の育成がな

かなか進まなかった。後継者の育成をどのように進めていくか検

討する必要がある。 

Ｃ 

４．主体的

な学習活

動への支

援 

地域社会にお

ける人材の情報

の収集，活用の推

進 

中央公民館・ハ

ートピア安八等

生涯学習施設に

よる学習機会の

充実 

図書等図書館

資料の幅広い収

集と提供 

安八つたえ話

やてるて姫伝説

の紙芝居を活用

した取り組みの

推進 

H30▲ふるさと題材の講座メニューや伝統文化継承に関わる活動

を広めていくことが難しかった。これからの講座充実のため

の新たな人材情報が少なく，育成・活用にも活かすことが

出来なかった。 

→社会教育団体の指導者の養成と資質向上を目指した研修の充

実を図った。 

↓ 

○広報活動をとおして，タイムリーな情報発信を積極的に行った。

また，ガイドブックのデザインや内容を精査し，情報が多くの

方々に伝わるようにした。 

○星空案内人の養成講座の継続開催により，学習機会の充実を

図った他ボランティア養成にもつながった。 

○青年講座を生涯学習にして，多くの方々や今まで年齢的に参

加できなかった人へも講座参加の場を提供した。 

▲図書館・郷土資料館の資料の収集は十分とはいえない状況で

ある。施設としての魅力向上に向けた取組が必要である。 

Ａ 
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領 域 重 点 目 標 成 果（○） と 課 題（▲） 評価 

５．人権尊

重の教育

の推進 

生涯学習講座，

家庭教育学級，出

前講座等での人

権学習の位置付

け 

H30▲より多くの場で人権教育に関わる情報提供と学習機会を増

やしていく必要がある。 

→人権問題解決のための学習機会と指導体制の充実を図った。 

↓ 

○人権問題解決に関わるふれあい体験学習や，様々な講座での

人権学習の位置付けを行うことができた。 

▲人権教室の継続的な開催と人権啓発のための情報発信をより

拡大し，充実させていく必要がある。 

Ｃ 

６．スポー

ツ振興 

親子・三世代を

対象にした家庭

参加型プログラ

ムの提供 

健康の維持・促

進のためのスポ

ーツ教室の開催 

スポーツ施設

の管理・調整と利

用促進各種スポ

ーツ事業，行事・

研修会等の広報

活動の充実 

H30▲スポーツと健康づくりに対する強い関心と要望に応えられる

指導者の確保，施設用具の充実策を具体化することが強く求め

られる。現状では，町民の方々に今まで以上にスポーツ振興・

推進ができるか疑問。  

→町民のニーズにあうプログラムの提供をめざし，各種団体と連携

して，講座・イベントの更なる充実を図った。 

↓ 

○ファミリースポーツの一環として，親子スポーツレクリエーション

体験会を開催，親子空中アスレチック教室に代わる事業として，

親子スポーツレクリエーション体験会を募集したところ，20 組 41

名の申し込みをいただき，町総合体育館において実施した。 

○「やったことのないレクリエーションばかりで新鮮でとても楽しか

った。また，来たい。子どもと話しながら出来てよかった。親子で

体を動かせて楽しかった」といった意見をいただいた。 

▲既存のスポーツ器具を使用して開催したが，器具が老朽化して

おり，施設用具の充実に向けて検討する必要がある。  

Ａ 

７．文化芸術 

活動の振

興 

ジュニア文化サ

ークルの学習，体

験活動，学習発表

会の充実 

文化団体の育成

と支援 

H30▲今後も，年齢を問わず町民が文化的に関わることが出来る

機会をしっかり確保していくことが必要である 

→ジュニア文化サークル，文化事業，夏休み親子教室，短期教室

の魅力ある企画作りと内容の充実を図った。 

↓ 
○ジュニア文化サークル活動は，大きく評価されている。今後も続
けられるよう望む。回を重ねるごとに，優れた成果を残している。 

▲多くの幼児，児童，生徒が希望通り参加できる枠組みを作ること

が必要である。  

Ａ 

８．文化財や 

伝統芸能

の継承・発

展 

町民のニーズ

にあった企画運

営や多角的な文

化情報提供の推

進 

H30▲教えていただく方も高齢化により減少する心配がある。引き

継ぎと後継者の育成の必要性を感じる。 

→町民の関心を高めるための魅力ある展示の工夫，歴史民俗資

料庫の見学や資料貸出の促進を行った。 

↓ 

○ハートピア安八歴史民俗資料館で，常設展及び希望されたテ

ーマに応じた講義を実施できた。また，毎月発行のたよりをとお

して文化財等の紹介をした。 

▲ 興味のない方々をどう引き込めるか，引き続き検討を重ねてい
きたい。                                                                  

Ｃ 
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【点検評価委員会】 

・開催日時： 令和２年６月２９日（月）午後１時３０から午後３時１０分 
・場  所： 安八町中央公民館 １階 教育長室 

 

＜令和元年度（平成３１年度）事務事業の点検評価（二次評価の実施）について＞ 

評価委員：教育委員会から，児童生徒の安全・安心を確保するための適切な指導が継続して行われてい

る。今後，校内安全点検を実施する際には目視と点検表への記入だけでなく，「施錠よし」等

と点検箇所を指で指し示しながら声に出して確認するとよい。 

評価委員：課題については，次年度に向けてどのような取組を行うのか，その方向性をもって新年度を

迎えるようにすることが重要である。 

評価委員：安全指導，生徒指導が丁寧に行われているが，登下校時の様子が気になる。特に，交差点で

青信号ではあるが，周りの様子を確認することなく勢いよく自転車で走る姿には交通事故に

遭わないか心配している。絶えず同じことを何度も繰り返して指導していく必要がある。 

評価委員：車で走行中，横断歩道を渡ろうと待っている児童生徒を見かけたときに停止することがある。

すると，頭を下げてお礼をする児童生徒もたくさんいることが嬉しく思う。 

評価委員：文化財や伝統芸能の継承について，「Ｃ」評価が続いている。町民の関心を高めるために，例

えば歴史民俗資料庫に保管されている史料やハートピア安八が毎月発行している「たより」

等を広く町民に周知する等，「Ｂ」評価へと高めていく方策を打ち立てることが大切である。 

 評価委員：全体として，課題の表記の仕方を一考するとよい。反省で終わるのではなく，今後の取組が明

確に分かる表現にすることを望む。 

 評価委員：新型コロナウイルスの感染拡大防止，熱中症予防対策，いじめ問題，そして教職員の働き方改

革等，教育委員会や学校現場は様々なことに気を配り具体的な対策をとっていかなければなら

ない。現在のところ，周りから心配な事案が発生しているとは聞こえてこないが，実際の様子

はどうであるか気になっている。 

学校教育課：新型コロナウイルスの感染拡大防止については，３月より週に１回程度の割合で臨時校長会を

開き，児童生徒の家庭での学習保障，心のケア等について具体的な取組を考え，管内の小中学

校が同一歩調で実践した。 

感染を防ぎながら熱中症を予防する対策を考えるに当たり，専門家や学校医の意見を参考にし

ながら取組を考え，文書で保護者にお知らせした。 

いじめについては，未然防止を目指して日頃から教職員が組織で動き，情報交換を行いながら

適切な対応ができるよう努めている。最近増えているのが，SNS を介した嫌がらせや誹謗・

中傷である。便利な道具を適切に使いこなし，かつモラルを守ることの重要性について，今後

も継続して児童生徒と考えていく時間を設けたい。 

学校の教職員が，児童生徒とともに過ごす時間を増やし，適正な勤務の実現を目指して，教育

委員会では国や県等からの調査や様々な提出物等について，校長会や学校訪問，日頃の教職員

との交流で得た情報をもとに，可能な限り教育委員会で作成し，学校に報告文書の内容確認を

依頼している。このように，教職員の負担軽減につながる取組を今後も続けていきたい。 

 


